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ニカラグア定期報告（２０２１年１０月） 

【要旨】 

内政・外交面では、大統領選挙が翌月に迫る中、２１日、マイケル・ヒーリ－民間企業

最高審議会(COSEP)代表及びアルバロ・ハビエル・バルガス副代表がニカラグア国家警察

に逮捕・拘留され、その後、セサル・サモラ・エネルギー会議所（CEN）会頭が臨時代表

として、スコット・バウグン繊維産業協会（Anitec）代表が臨時副代表として就任した。

２０日、米州機構（OAS）常設理事会において、ニカラグア大統領選挙プロセスに関する

決議が採択された。経済面では、ニカラグアの２０２１年経済成長率について世界銀行は

５．５％、IMF は５％と予測した。 

 

【主な出来事】 

１ 内政・外交 

（１）３種類のキューバ製新型コロナウイルスワクチンの緊急承認 

２日、ムリージョ副大統領は、３種類のキューバ製新型コロナウイルスワクチン（アブ

ダラ、ソベラナ、ソベラナ０２）の緊急使用を承認したと発表した。これらのワクチン

は、希望する幼児・青少年（２～１７歳：対象者２１０万２千３６６人）に対して使用さ

れる。 

 

（２）オルテガ大統領の対米抗戦のセレドン将軍記念式典出席 

 ４日、オルテガ大統領は、対米抗戦のセレドン将軍記念式典に出席し、国民向けスピー

チを行った。 

 

（３）青と白の国民連合（UNAB）を中心とした反政府系グループの動き 

ア ７日、UNAB は、「ニカラグアの民主的な反対派（Oposicion Democratica 

Nicaraguense）による声明」という名のプレスリリースを発表し、そのなかでオルテガ政

権の非民主的な対応を述べた上で、国際社会に対して大統領選挙の違法性を認識し、選挙

結果を認めず、オルテガ政権に圧力を行うよう求めた。同プレスリリースに署名した政治

グループは、UNAB、民主主義のための拡大戦線（FDN）、農民連合(MC)など９グループ。 

 

イ １１日、ネット番組に出演した UNAB メンバーであるヘスス・ヘスス・テフェル氏

は、「ニカラグアの民主的な反対派」を構成する UNAB を含めた９グループが、大統領選

挙をボイコットし、自宅待機するよう国民へ求めることで合意したと発表した。 

 

（４）新型コロナウイルスワクチン確保情報 

ア ９月３０日、COVAX ファシリティを通じてシノファーム製ワクチン１３万８千回分が

到着した。 
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イ １２日、ホンジュラスから、１０万回分のファイザー製ワクチンを借り受けた。その

後、３０日、借り受けた１０万回分のワクチンは返却した。 

 

ウ １５日、ロシア政府から購入した、１９万２千回分のロシア製ワクチン・スプートニ

ク・ライトが到着した。同じく２４日には１４４万回分、２６日には８９万６千回分のワ

クチンが到着した。 

 

エ １５日、トリニダード・トバコによる供与として、３万８千回分のアストラゼネカ製

ワクチンが到着した。 

 

オ １９日、パナマから汎米保健機構（PAHO）を通じて、２４万３千８８０回分のアスト

ラゼネカ製ワクチンが到着した。 

 

カ ２０日、キューバ製新型コロナウイルスワクチンである「アブダラ」及び「ソベラノ

０２」１２０万回分が到着した。 

 

キ ２５日、COVAX ファシリティを通じたスペインからの支援として、６２万５９２０回

分のアストラゼネカ製ワクチンが到着した。 

 

ク ２８日、COVAX ファシリティを通じた米国からの支援として、３０万５千３０７回分

のファイザー製ワクチンが到着した。 

 

（５）台湾による病院・保健所の建設・修繕支援 

 ７日、ハイメ・ウー当地台湾「大使」は、エンリケ・ベテタ保健副大臣に、病院・保健

所の建設・修繕費支援として７０万米ドルを供与した。 

 

（６）モンカダ外相の外遊 

ア １３～１４日、モンカダ外相は、トルコを公式訪問し、メヴリュット・カヴソグル外

務大臣、ベキル・パクデミリ農林大臣らと会談した。 

 

イ １８日、モンカダ外相は、ベラルーシを公式訪問し、ウラジミール・マケイ外務大

臣、イゴール・カルペンコ教育大臣らと会談した。 

 

ウ ２１～２２日、モンカダ外相は、アラブ首長国連邦（UAE）を公式訪問し、Altera el 

Jeque Abdalla Bin Zayed Al Nahayan 外務大臣、Reem Ebrahim Al-Hashimi 国際協力大

臣、Adbullah Sultan Al Owais 商工会議所代表らと会談した。 
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エ ２９日、モンカダ外相は、ケニアを公式訪問し、レイチェル・オマモ・ケニア外相と

会談した。 

 

（７）ロシア製ワクチン CoviVac のニカラグアでの製造予定 

 ２０日、マナグアで開催された第６回ニカラグア・ロシア国際会議にて、ラウレアーノ

投資・通商・国際協力問題担当大統領顧問は、今後ニカラグアで、ロシア製新型コロナウ

イルスワクチン（CoviVac）を製造し、来年には国民に提供できる見込みであると発表し

た。 

 

（８）新型コロナウイルスワクチン希望接種者の１８歳引き下げ 

２１日、ムリージョ副大統領は、２５日以降新型コロナウイルスワクチンの希望接種対

象者を１８歳以上にすると発表した（以前は３０歳以上）。使用されるワクチンはロシア

製ワクチン・スプートニク・ライト。 

 

（９）民間企業最高審議会(COSEP)を巡る動き 

ア ２１日、ニカラグア国家警察は、マイケル・ヒーリ－民間企業最高審議会(COSEP)代

表及びアルバロ・ハビエル・バルガス副代表を逮捕・拘留したと発表した。 

 

イ ２４日、COSEP は、Twitter 上でプレスリリースを発出し、第２副代表であるセサ

ル・サモラ・エネルギー会議所（CEN）会頭が臨時代表として、第３副代表であるスコッ

ト・バウグン繊維産業協会（Anitec）代表が臨時副代表として、それぞれ就任すると発表

した。 

 

（１０）ワクチン接種を目的としたホンジュラスへ渡航する当国民の増加 

 ２１～２２日の２日間で、７，１３９名のニカラグア人がホンジュラスに渡航し、国境

付近に位置する２カ所の接種会場（「EL Guasaule」「El Espino」）で、新型コロナワク

チンを接種したことが分かった。 

 

（１１）１，０００名の囚人の釈放 

 ２２日、ニカラグア内務省は、罪を犯し刑務所に服役している人々らが家族と過ごすた

めの法的便宜に基づき、囚人１，０００名を釈放したと発表した。 

 

（１２）ホンジュラスとのフォンセカ湾国境画定に係る条約の署名 

２７日、オルテガ大統領及びムリージョ副大統領は、アビレス国軍司令官他国軍幹部同

席の下、ニカラグアを来訪したエルナンデス・ホンジュラス大統領率と会合を開き、「カ

リブ海とフォンセカ湾外水域における両国間国境条約」に署名した。 



２０２１年１１月 

在ニカラグア日本大使館 

（１３）国際選挙同行団参加者の認定 

２８日、ムリージョ副大統領は、定例会見にて、最高選挙管理委員会（CSE）が、１１

月７日に実施されるニカラグア大統領等選挙の国際選挙同行参加者（acompanantes 

electorales）として、ラ米・ヨーロッパ、ユーラシア地域から１７０名を認定したと発

表した。 

 

（１４）３０日付市民監視団体の新型コロナウイルスに関する発表概要 

ア １０月２１～２７日の期間に全国で５４件の感染及び感染疑いが報告され、累計３

１，０９０名となった。 

 

イ 上記の期間にコロナウイルスの感染疑いで死亡した人は２４名報告された。累計死亡

者数は５，９１１名となった。 

 

ウ これまで累計１，３８７名の医療従事者の COVID-19 感染疑いが報告され、また累計

２３２名の死亡が報告された。 

 

（１５）１１月２日付保健省（MINSA）の新型コロナウイルスに関する週間レポート 

ア １０月２６日から１１月２日までの間に、保健省は２７７名の COVID-19 陽性である

と診断されたニカラグア人に対して、責任をもって注意深いフォローアップを行った。ま

た３０１名がフォローアップ期間を終了した。 

 

イ パンデミックが始まってから今日までの間、保健省は合計１３,０４７名に対し、責

任をもって注意深いフォローアップを行った。 

 

ウ COVID-19 感染者及びフォローアップ対象者の大多数は、様々な持病を抱えている。最

も多いのは糖尿病、肥満、高血圧、心疾患、免疫不全、慢性腎不全、脳卒中の既往歴、肺

結核及び慢性肺疾患である。 

 

エ この１週間の間に、COVID-19 に起因する１名の死亡が確認された。（累計死者数２０

９名）また肺血栓感染症、糖尿病、急性心筋梗塞、高血圧及び細菌性肺炎によって、複数

のフォローアップ対象者が死亡した。 

 

オ 本日までに、１２，５６１名のニカラグア人が回復した。 
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２ ニカラグアに関する海外情勢 

（１）米上院議員１５名による対ニカラグア制裁強化を求める文書 

 １日、ボブ・メネンデス米上院外交委員長（民主党）を含む超党派の米国上院議員１５

名が、オルテガ大統領、ニカラグア国軍、国軍年金機構（IPSM）にも制裁を拡大するよう

求める文書をアントニー・ブリンケン米国務長官に対し提出した。 

 

（２）EUによるオルテガ政権要人１４名に対する制裁の１年延長 

 １１日、EU理事会は、これまで制裁対象としていたムリージョ副大統領を含むオルテガ

政権要人１４名に対する制裁を、１年延長して２０２２年１０月１５日まで対象とすると

発表した。 

 

（３）OAS 常設理事会におけるニカラグア決議の採択 

 ２０日、米州機構（OAS）常設理事会において、ニカラグア大統領選挙プロセスに関す

る決議が２６票の賛成多数（欠席１、棄権７）で採択された。 

 

 

３ 経済 

（１）米 New Fortress Energy 社による国内最大天然ガスプラント建設状況 

 ５日、New Fortress Energy 社の Winne Irizarry プロジェクト責任者は、プエルト・サ

ンディーノ市で取り組む、中米で初めてとなる天然ガスプラントは、８割以上建設を終了

しており、今年１０月末から稼働を行う予定であると発表した。 

 

（２）世界銀行による２０２１年経済成長率予測 

 ６日、世界銀行は、「ラテンアメリカ・カリブ地域における経済の現状～成長の回復：

予算制約の中でのポスト Covid-19 ダイナミック経済の再構築」レポートを発表し、その

なかでニカラグアの２０２１年経済成長率を５．５％と予測した。 

 

（３）IMF による２０２１年経済成長率予測 

 IMF は、世界経済見通し（World Economic Outlook）レポートを発表し、そのなかでニカラ

グアの２０２１年経済成長率を５％と予測した。 
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＜主要経済指標＞ 

  2019 年 2020 年 
2021 年 

8 月 9 月 10 月 

ｲﾝﾌﾚ率 （対前年同月） 6.1% 2.9% 2.84% 3.49% 未発表 

貿易収支（百万ドル） ▲1,655.6 ▲1,559.9 ▲281.7 未発表 未発表 

輸出 FOB（百万ドル） 2,696.8 2,852.0 277.2 未発表 未発表 

輸入 FOB（百万ドル） 4,352.4 4,411.9 558.9 未発表 未発表 

海外送金受取額 （百万ドル） 1,682.4 1,851.4 174.8 未発表 未発表 

外貨準備高（百万ドル/期末） 2,397.4 3,211.9 4,052.7 4,058.2 未発表 

（出典：ニカラグア中央銀行、インフレ率のみ開発情報庁（INIDE）） 

（了） 


